
「平成 30 年度嬉野市地域防災計画（案）」について、市民の皆様からご意見を募集したところ、１件の

ご意見をいただきました。いただいたご意見及びご意見に対する市の対応について、公表いたします。 

 

１ ご意見募集期間      平成 31 年１月 31 日（木）から２月 20日（水） 

 

２ 公 表 資 料      平成 30 年度嬉野市地域防災計画（案） 

 

３ 周 知 方 法      市ホームページ、塩田庁舎、嬉野庁舎 

 

４ 意 見 件 数      １件 

 

５ ご意見の内容及び対応   下記のとおり 

番号 ご意見の内容 ご意見に対する対応 

１ 今回の防災計画案は全体で 300 ページに

もならんとする膨大な分量です。個人のパ

ソコンの画面で見たり、印刷したりする限

度を超えています。 

 市役所窓口に広く市民を対象にして、案

の印刷物が置かれ、提供さているのかと伺

いましたたが、ありませんでした。人命に

かかわる大事な計画案です。多くの有用な

意見を計画に反映させるために、もっと広

報を強め、避難支援関係者（区長、消防団、

民生委員等）を始め、自由に閲覧、持ち帰

り可能な工夫をすべきではありませんか。 

 嬉野市役所総務課の窓口に閲覧用に置い

ておりましたが、ご意見のとおり、地域防

災計画は、ページ数が多くなっております。 

 配布することは、可能ですので、事前に

ご連絡いただければ準備いたします。 

 広報のあり方については、今後さらに広

く広報できるように努めたいと存じます。 

２ 昨年 5 月まで募集された「第二次嬉野市

総合計画案」へのパブコメ募集で、私は現

状の指定避難所は水害の恐れがあり、危険

であるといいました。 

「現在、避難所に指定されているなかに

は溜池の下流や河川近くに位置するところ

があります。これは、早急に見直すべきで

はありませんか」 

これに対する答えは以下でした。 

①について 

 昨年 5 月に実施された「第二次嬉野市総

合計画案」へのパブコメ募集に対する回答

は、指定避難所が河川等の下流に位置する

ため、早急に見直すべではないかとのこと

でしたので、現在、新たに指定避難所を指

定することが困難である旨回答しておりま

す。 

 今回のご意見いただいた箇所は、指定し



「近年の災害は激甚化し、場所を選ばす

被災するおそれがあります。また、現在、

嬉野市に所在する指定避難所も浸水想定区

域内に立地するものなどが存在しま

す。・・・指定避難所の一部を除けは、垂直

避難が可能な施設であり、仮に現在ある指

定避難所と異なる避難所を選定するとなる

と、避難所を受け入れる容量を有する施設

が存在しません」 

突き放したような回答でした。谷所地区

の指定避難所である五町田小学校谷所分校

は鹿島川傍に位置し、すぐ近くに石橋がか

かり、また少し上流では２つの川が合流し

ている、まさに危険な場所です。住民の不

安は昨年 11 月の「市長と語ろう会」でも出

されました。 

一方、今回の「嬉野市地域防災計画案」

では、「また、必要があれば、予め定めてい

た施設以外の施設についても安全性を確認

の上、施設管理者の同意を得て、避難所と

して開設します」とされています。 

当然の考えだと思います。そこで、意見・

質問です。 

①長期計画のグランドデザインたる「第

二次嬉野市総合計画」策定からわずか 9 ヶ

月、避難所開設についての基本的な考え方

が変わった理由を教えてください。 

②こういう基本的な計画についてのパブ

コメの質疑応答は市長は職務としてみるの

でしょうか。 

③「また、必要があれば」という限定つ

きで言われていますが、災害は待ってはく

れません。ただちに、現「指定避難所」の

総点検・再評価を市をあげて行っていただ

くことを要望します。 

た施設以外の施設ということで、指定避難

所以外の施設についての説明になります。 

 市としまして、緊急性や必要性が認めら

れれば、指定避難所以外の施設についても、

管理者の同意を得て、避難所として開設し

たいと思っております。 

 

②について 

 皆様からいただきました、ご意見につき

ましては、手続きを踏み、市長も確認して

おります。 

 

③について 

 ご意見のとおり、災害は何時発生するか

分かりませんので、検討していきたいと思

います。 

３ 私は民生委員をしています。避難支援等関

係者には、消防機関、佐賀県警察の次に民

生委員が登場します。 

 個人情報保護の観点から、現在開示して

いますのは、本人の同意がなされた方に限

らせていただいております。 



 

 P.58 他に「避難行動要支援者」の定義が

あり、6点示されていますが、これらの対象

者は民生委員には情報公開されていませ

ん。現在、開示されているのは要介護認定

者で本人同意があった方だけです。また、

独居高齢者は基本、対象から外れています。

要支援者に加えるべきだと思います。 

これらの要支援者の情報が支援等関係者に

いつ、どのように伝わるのか教えてくださ

い。 

 また、独居高齢者につきましては、独居

高齢者の方の全てとなりますと、相当数の

方が対象となり、現時点では、避難行動要

支援者に独居高齢者を含めることを考えて

おりません。 

 ただ、「避難行動要支援者」の定義につい

て、避難行動要支援者の 6 点目を「上記以

外で、市及び避難支援者等関係者が支援の

必要を認めた者」に修正をして、避難支援

者の実施に関わる者が認める者も含めると

しております。 

 避難行動要支援者の名簿記載に同意なさ

れた方の情報は、同意、不同意の情報がま

とまった後に、市から直接関係者にお渡し

するようにしております。 

４ 「Ｖ 原子力災害」の章は玄海原発から 30

キロ以遠（PAZ､UPZ から外れる）ということ

からくるのか、伊万里市からの避難支援そ

の他の枠内にとどまっており、あまりにも

無防備です。 

福島第一原発事故の教訓が示すように、放

射線物質は同心円状に拡散するのはなく、

風向き次第では50キロメートル以遠まで容

易に飛散します。北西の風が吹けば、嬉野

市（はもとより鹿島市、大牟田市、熊本県

までも）全体が高濃度放射性物質の飛散に

覆われ、帰還困難区域になる可能性もあり

ます。  

 法律というのは後追いでできています。

玄海原発から40数キロというわが市で緊張

感のある計画をもつべきではないですか。 

 嬉野市防災計画は佐賀県地域防災計画と

整合性を持たせております。原子力災害は、

ご意見のとおり、広範囲に及ぶおそれがあ

り、嬉野市一市の取り組みでは対応は困難

で、佐賀県全域での検討が必要となります。 

 現在、嬉野市は、佐賀県、伊万里市と原

子力災害時における住民の広域避難に関す

る覚書を締結しており、伊万里市民の方が

万が一、避難される場合は、可能な限り受

け入れるようになっております。 

 このような状況を踏まえ、市民の皆様に

原子力災害に関する知識・情報等を提供し、

周知を図り、原子力防災の意識向上に努め

ていきたいと考えております。 


